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私
は
南
京
の
出

で
あ
る
。
南
京
は

古
都
で
揚
子
江
の

下
流
域
に
位
置
し
、

上
海
に
も
近
い
。

二
五
〇
〇
年
前
に

都
市
の
姿
が
で
き

あ
が
っ
た
。
紀
元

三
世
紀
か
ら
一
〇

の
王
朝
、
政
権
が

南
京
を
首
都
と
し

て
国
を
築
い
た
。

そ
の
南
京
で
今
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
の

で
ご
紹
介
す
る
。「
新
聞
戦
争
」
だ
。

　

南
京
に
は
六
〇
〇
万
人
の
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
そ

の
う
ち
三
〇
〇
万
人
が
都
市
部
に
暮
ら
し
て
い
る
。
し

か
し
、
夕
刊
新
聞
の
発
行
部
数
に
着
目
す
る
と
『

』
が
中
国
一
位
で
、
日
刊
二
〇
〇
万
部
を
誇
る
。

南
京
で
は
一
番
多
い
と
き
で
日
刊
紙
が
一
〇
紙
あ
り
主

に
南
京
市
と
そ
の
周
辺
都
市
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
中
国
の
新
聞
発
行
史
上
、
例
を
見
な
い

ほ
ど
の
熾
烈
な
価
格
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。

三
二
頁
で
一
番
低
い
の
が
〇
・
一
元
（
日
本
円
で
約
一
・

四
円
）
で
あ
り
、
九
六
頁
に
な
る
と
と
〇
・
二
五
元
ま

で
下
が
る
。

　

中
国
国
内
で
も
新
聞
の
売
店
の
多
さ
は
特
筆
す
べ
き

だ
。
一
〇
〇
〇
人
に
つ
き
一
店
あ
り
、
全
部
で
三
〇
〇

〇
も
の
キ
オ
ス
ク
が
あ
る
。
す
べ
て
民
営
で
あ
る
。

　

新
聞
戦
争
は
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前

は
平
穏
だ
っ
た
。
南
京
で
は
た
っ

た
五
紙
―
一
般
向
け
と
し
て
は
、

『

子
晚

』、『

』、『

』
の
三
紙
、
党
の
新
聞
と

し
て
『

』、『

』

―
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
市
民
は

朝
、『

』
を
、
晩
に
『

』
を
読
む
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
で
も
朝
刊
を

読
む
ひ
と
は
少
な
い
た
め
、『

』
が
南
京
の
新

聞
市
場
を
一
〇
年
間
独
占
し
て
き
た
。
そ
の
間
の
発
行

数
は
一
三
〇
万
部
以
上
に
上
っ
た
。

　

戦
争
は
『

』
と
い
う
小
さ
な
新
聞
が
火
を

つ
け
た
。
同
社
は
一
九
九
九
年
五
月
九
日
に
創
刊
し
た
。

戦
い
は
五
年
間
続
い
た
。
販
売
競
争
は
現
在
も
な
お
激

し
く
行
わ
れ
て
お
り
戦
い
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と

も
言
え
る
。
私
の
見
方
に
よ
る
と
、
戦
争
は
二
つ
の
時

期
に
分
か
れ
る
。
第
一
フ
ェ
ー
ズ
は
価
格
が
焦
点
で
あ

り
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ
は
報
道
内
容
が
焦
点
に
な
っ
た
。

　

第
一
期
の
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
二
年
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
価
格
戦
争
に
市
民
は
衝
撃
を
受
け
た
。
も
と
も
と

農
民
向
け
に
生
産
用
具
を
販
売
し
て
い
た

と
い
う
国
有
会
社
が
南
京
市
の
朝
刊
市
場
に
市

場
機
会
を
見
い
だ
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
ほ
か
の

新
聞
よ
り
〇
・
一
元
安
い
〇
・
二
元
で
『

』

と
い
う
新
聞
の
販
売
を
始
め
た
の
だ
。
こ
の
廉
価
さ
ゆ

え
『

』
は
朝
刊
の
市
場
を
押
し
広
げ
る
こ
と

に
な
り
、
一
日
の
発
行
部
数
は
二
〇
〇
万
部
に
達
し
た
。

　

だ
が
、
不
運
に
も
、
低
価
格
戦
略
は
他
社
の
追
随
を

許
す
こ
と
に
な
っ
た
。人
民
日
報
が
参
入
し『

』

を
創
刊
。
同
じ
〇
・
二
元
の
定
価
を
つ
け
た
。
新
華
社

は
も
う
一
歩
先
を
進
ん
だ
。
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
同
社

は
一
九
九
九
年
一
〇
月
八
日
、『

』
を
南
京
で

創
刊
、一
部
〇
・
一
元
の
と
い
う
驚
き
の
定
価
で
あ
っ
た
。

『

』
の
売
れ
行
き
は
予
想
外
で
あ
り
、
創
刊
当

日
、
六
万
部
を
売
り
、
二
週
間
後
に
は
一
日
二
〇
〇
万

部
に
達
し
た
。
競
争
劇
の
山
は
一
九
九
九
年
一
二
月
に

訪
れ
る
。『

』
が
一
年
間
の
定
期
購
読
予
約
を

行
っ
た
読
者
に
は
年
間
定
期
購
読
料
と
同
価
値
の
日
用

品
（
飲
料
や
食
器
な
ど
）
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
の
だ
。

正
気
の
沙
汰
で
は
な
い
。

　

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
政
府
が
止
め
に
入

り
新
聞
社
間
の
競
争
に
幕
が
下
り
た
。
最
低
価
格
が
〇
・

三
元
に
設
定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
新
聞
戦
争
第

二
期
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
で
は
各
社
は
定
価

を
一
定
に
保
ち
つ
つ
新
聞
を
ど
ん
ど
ん
厚
く
し
て
い
っ

た
。
先
ず『

』は
四
八
頁
か
ら
六
四
頁
に
し
た
。

こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
『

』
は
同
じ
日
に
八
〇

頁
に
増
や
し
た
。翌
日
か
ら
各
社
が
増
頁
に
走
っ
た
。『

』
が
二
〇
〇
四
年
九
月
二
九
日
に
記
録
を
打
ち

立
て
た
。
一
四
四
頁
版
を
発
行
し
た
の
だ
。
厚
さ
に
加

え
各
紙
は
新
聞
報
道
の
フ
ォ
ー
カ
ス
を
変
え
た
。
社
会

関
連
ニ
ュ
ー
ス
、
生
活
関
連
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
な

ど
市
民
が
喜
ぶ
記
事
の
割
合
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　

戦
い
の
末
、
四
紙
が
敗
退
し
、
結
果
三
紙
が
し
の
ぎ

を
削
っ
て
い
る
の
が
今
日
の
姿
で
あ
る
。
即
ち
『

』、『

』、『

』
が
市
場
を
独
占

し
て
い
る
。
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